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　本日ここに、平成20年度通常総代会を開催いたしましたところ総代の皆様におかれましては、何かとご多忙な中、

ご出席を賜り誠に有り難うございます。

　またご来賓として、日頃より土地改良事業の推進と土地改良区の運営にご指導頂いております石川県石川農林総

合事務所の中川所長様、石川県土地改良事業団体連合会の小林専務様には、公務ご多忙のところご臨席を賜り、厚

く感謝申し上げる次第でございます。

　さて、昨年からの急激な世界同時不況という経済情勢の中、国際的な食料価格の高騰や食の安全に対する問題が

大きく取り沙汰されましたが、その一方では、日本農業を考え直す大きな契機となっております。食料の多くを海

外に依存している我が国において、将来にわたって食料の安定供給を確保するためには、食料自給力を強化し、現

在カロリーベースで40％である食料自給率を向上させることが必要であります。そのためにも最も基礎的な生産基

盤である農地面積の減少や耕作放棄地の増加等の深刻な課題に対応して、転用規制の強化による優良農地の確保、

賃借を通じた農地の有効利用や担い手への面積集積の促進などを図って行かなければなりません。また、その基盤

を支える農業用用排水施設を、計画的かつ効率的に整備することにより、安定した用水供給機能を今後とも確保し

て行く必要があります。農業農村には、国土の保全・生活環境・景観形成などの多面的機能があり、先人が築き上

げた農地や農業施設を守り引き継いで行かなければなりません。農は国を守る「基」であり、水と土はその「礎」

であります。これらを良好なかたちで未来へ継承することが我々の使命であると思います。

　次に、県営事業による水路改修工事でございますが、計画どおり進めているところであります。平成21年度新規

事業として、かんがい排水事業中村用水第２三期地区と大慶寺用水地区、用排水施設整備事業白山地区を実施して

まいります。また、基幹水利施設予防保全対策事業「ストックマネジメント」によりまして、事業未施工区間につ

いての機能診断を実施しておりまして、劣化状況を把握したうえで、予防保全計画を策定し、今後の対策工事へと

取り組んでまいります。

　それから現在の七ヶ用水の取水口である白山頭首工でありますが、当初の建設時には、手取川発電事業により、

昭和12年に造られた施設であり、その後、昭和24年に農林省の国営事業で堰堤を50センチ嵩上すると伴に、農業用

導水路を新設し、現在に至っているわけでありますが、既に

70年余りを経過していることから老朽化等について、施設の

機能診断を北陸農政局に調査していただいております。白山

頭首工は、七ヶ用水の根幹でありますので、今後の修繕保全

又は、改修等については、国、県、関係機関と慎重に協議し

ながら対策をしてまいりたいと思っております。

　そのようなことからも、役職員一丸となって、新たな管理

体制の確立を目指し、安定した用水の確保、事業推進に務め

てまいりますので、組合員の皆様、総代各位には、一層のご

支援ご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、通常総

代会の開会にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。

手取川七ヶ用水土地改良区

理 事 長　杉　本　達　雄

２

通常総代会より

理事長あいさつ理事長あいさつ

白山頭首工
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平成20年度通常総代会開催
　平成21年３月24日、白山市民交流センターに

おいて平成20年度通常総代会を開催しました。

　総代104名（現員数112名）の出席のもと、議

長に西田栄次総代（第４分区）を選出し、提出

議案19件を慎重審議した結果、原案どおり可決

承認されました。

●一般会計の主な補正として、減額では、県営事業負担金の減額、総代選挙の無投票による選挙費の減額です。

増額では、落雷による水利施設の修繕費であり、総額28万円余りを増額します。

●特別会計は、農地転用面積が予算に対して、約30ha増加したことから、転用決済金を約5,700万円増額補正

し、排水放流負担金についても約500万円の増額となります。

● 平成21年度賦課金額ですが、農業情勢を十分に理解した中で、前年度同額でお願いします。

●一般会計予算は、前年度対比で6,800万円余りの増額ですが、主に県営かんがい排水事業中島地区での公庫

借入金の残額について、繰上償還するものです。

● 事務費、維持管理費等については、理事会で慎重に協議を重ね経費の削減を図ったものであり、昨今の農

業情勢を踏まえ、その他経費についても、節減・合理化の協議を重ね、本予算案を提出します。

提 案 理 由 抜 粋

平成20年度一般会計収支予算の補正について

平成20年度農地転用決済金特別会計収支予算の補正について

平成20年度退職手当準備積立金特別会計収支予算の補正について

平成20年度土地改良区財政調整基金特別会計収支予算の補正について

平成20年度排水放流改良工事基金特別会計収支予算の補正について

平成20年度地域用水機能増進事業特別会計収支予算の補正について

平成21年度賦課金の額及び徴収について

平成21年度農地転用決済金の額について

平成21年度排水放流改良工事負担金の額について

平成21年度役員報酬について

平成21年度一時借入をするについて

平成21年度一般会計収支予算について

平成21年度農地転用決済金特別会計収支予算について

平成21年度退職手当準備積立金特別会計収支予算について

平成21年度土地改良施設災害準備基金特別会計収支予算について

平成21年度土地改良区財政調整基金特別会計収支予算について

平成21年度排水放流改良工事基金特別会計収支予算について

平成21年度地域用水機能増進事業特別会計収支予算について

平成21年度七ヶ用水発電事業特別会計収支予算について

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

平成20年度通常総代会開催
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（平成21年３月24日開催　通常総代会議決）

一　

般　

会　

計

（単位：円）収 入 の 部 支 出 の 部

特　別　会　計

（単位：円）

平成21年度賦課金額及び徴収期日
（単位：円）

款 予 算 額 前年度比

事 務 費 ６４,５６６,５００ △６,４０７,７５４

事 務 所 費 ４,９２０,０００

選 挙 費 ４００ △１,６１４,１１０

維 持 管 理 費 １００,７６９,３６９ ８,４８５,４２１

借 入 金 ６３,３５０,１００ ６３,３３０,９９６

負担金及寄付金 ８９,０６５,４００ △２,９１４,８５０

諸 費 ４,７１９,８００ △６６２,６４７

団体営土地改良事業費 ２６,４５０,０００ ９,０８９,９００

災害復旧事業費 ３００

繰 出 金 ２１,４０９,５２４ △８４２,６６１

財 産 費 ２００

予 備 費 ３,２５２,６３８ １９０,２５４

支 出 合 計 ３７８,５０４,２３１ ６８,６５４,５４９

款 予 算 額 前年度比

賦 課 金 １４５,０９０,０００ △１,４８３,４７６

助 成 金 １００

負 担 金 ５,９８５,０００ ２,５１５,４１３

使用料及手数料 ２,６０８,４１９ △１,６００,０００

補 助 金 ３８,２８５,０００ ５,９２５,０００

交 付 金 ３６,４５０,０００ １４,４００,０００

雑 収 入 ７,０９６,５２３ △６,１７０,８８８

借 入 金 １００

寄 付 金 １００

繰 入 金 １３７,９８８,９８９ ６２,９６９,９５４

繰 越 金 ５,０００,０００ △７,９０１,４５４

収 入 合 計 ３７８,５０４,２３１ ６８,６５４,５４９

賦 課 金 年額　２,９７０円／１０ａ当

賦 課 期 日 平成２１年４月１日現在

徴 収 期 限 平成２１年９月２５日

算 出 基 準 １円未満の端数切捨て

農 地 転 用 決 済 金 ３７４,１４９,９２１

退 職 手 当 準 備 積 立 金 ５４,９４６,４１６

土 地 改 良 施 設 災 害 準 備 基 金 １７９,０２１,２６０

土 地 改 良 区 財 政 調 整 基 金 ３９,０８２,６７３

排 水 放 流 改 良 工 事 基 金 ６１,８１１,９１１

地 域 用 水 機 能 増 進 事 業 ５,０００,１００

七 ヶ 用 水 発 電 事 業 １１４,６３９,４３５

平成21年度予算
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平成19年度財務状況の公表
　平成20年度臨時総代会（平成20年10月27日）を開催し、議長に永言勇吉総代（第３分区）を選出し可決承認した。

1．一般会計収支決算 2．特別会計決算 （単位：円）（単位：円）

3．財産目録 （単位：円） 4．賦課面積及び組合員数

●内　訳

区　　　　分 １０ａ当

一般経費に対する決済金 １０２,８７０円

県営かんがい排水事業等
未施工事業費に対する決済金 ８８,９７５円

●農地転用決済金規定第８条による決済金額

１０ａ当 １４０,４１０円

買収単位３.３㎡当、３,３００円未満の該当地は、維持管

理費に対する決済金を半額とする。

　農地転用決済金とは、土地改良区域内の田を宅地・商工業用地・道路・公共事業用地等、田以外に農地転用する

場合、土地改良法第42条「権利義務の承継及び決済」に規定する手続を必要とするもので、土地改良事業に要する

残存農地の過重負担額を転用時に一時金として決済するものです。

１０ａ当 １６８,４０７円

　排水放流改良工事負担金とは、転用後の敷地から雨水等が七ヶ用水管理水路に流れ込むことにより排水量が増加

することで、下流域での溢水被害を防止することを目的とし、水路の保全及び改良工事費の一部に充てるため、農

地転用の目的と場所により負担金を徴収するものです。

１０ａ当 １９１,８４５円

会　　　計 決 算 額

農 地 転 用 決 済 金 ３７８,０１１,２５４

退 職 手 当 準 備 積 立 金 ７１,７５３,７０７

土地改良施設災害準備基金 １４６,２００,３１５

土地改良区財政調整基金 ３１,８６２,０４８

排水放流改良工事基金 ５０,５２３,５０１

地域用水機能増進事業 ６,６００,０００

資 産
流 動 資 産 １２,９３６,０３６
特 定 資 産 ６３４,８８８,０３５
固 定 資 産 １,６７０,５２５,３７１
備 品 ２１,７０４,６０２
合 計 ２,３４０,０５４,０４４

負 債
長 期 負 債 ３７９,５００,０００
短 期 負 債 ０
退 職 給 与 引 当 金 ４６,１５６,７０７
七ヶ用水発電事業積立金 ５７,３１７,８９９
合 計 ４８２,９７４,６０６

賦 課 面 積 ４,９３５ha

組 合 員 数 ５,５９８人

収 入 の 部

款 決 算 額 構成比
（％）

賦 課 金 １４７,６８０,８０７ ２３.６

助 成 金 ０ ０.０

負 担 金 ２,７８０,０００ ０.５

使用料及手数料 ３,３１９,５３５ ０.５

補 助 金 ２８,８８０,０００ ４.６

交 付 金 ２７,０００,０００ ４.３

雑 収 入 ７,５７０,３５８ １.２

借 入 金 ３１６,２５０,０００ ５０.５

寄 付 金 ０ ０.０

繰 入 金 ７９,３８８,７４８ １２.７

繰 越 金 １３,２６７,２３５ ２.１

収 入 合 計 ６２６,１３６,６８３ １００.０

支 出 の 部

款 決 算 額 構成比
（％）

事 務 費 ６７,８３３,２０６ １１.１

事 務 所 費 ４,７２７,０８６ ０.８

選 挙 費 ０ ０.０

維 持 管 理 費 ９２,５７２,４８７ １５.１

借 入 金 ３１６,２６９,３１５ ５１.５

負担金及寄付金 ９５,３７６,２７０ １５.６

諸 費 ５,５３７,１７０ ０.９

団体営土地改良事業費 １１,１００,０００ １.８

災害復旧事業費 ０ ０.０

繰 出 金 １９,８１９,６９５ ３.２

財 産 費 ０ ０.０

予 備 費 ０ ０.０

支 出 合 計 ６１３,２３５,２２９ １００.０

差引残金　１２,９０１,４５４円　次年度へ繰越

平成21年度排水放流改良工事負担金

平成21年度農地転用決済金
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■かんがい排水事業［県営］
地　区　名
工　　　期

全　　　体 平成20年度施行 平成21年度計画
事 業 量 事 業 費 水　　路 事 業 量 事 業 費 事 業 量 事 業 費

■用排水施設整備事業［県営］
地　区　名
工　　　期

全　　　体 平成20年度施行 平成21年度計画
事 業 量 事 業 費 水　　路 事 業 量 事 業 費 事 業 量 事 業 費

中 村 用 水
Ｈ８～Ｈ22 ５,６８６ｍ １,８０４,５００ ３－４号支線 ６４５ｍ １３０,０００ ５５７ｍ １７９,０００

中村用水第２
Ｈ14～Ｈ20 ２,２０１ｍ １,１５６,０００ ３－２号支線 ５２５ｍ １００,０００ － －

中村用水第２二期
Ｈ17～Ｈ21 １,６７０ｍ ６０１,０００ ３－３号支線 ３５６ｍ １４０,０００ ２４ｍ ４０,０００

中村用水第２三期
Ｈ21～Ｈ27 ９２０ｍ ５０１,０００ － － － 測量試験 ２５,０００

大 慶 寺 用 水
Ｈ21～Ｈ27 １,９８０ｍ ５５６,０００ － － － 測量試験 ２５,０００

中　島　第　２
Ｈ16～Ｈ20 １,００６ｍ ２５１,０００ ２ 号 幹 線

４ 区 間 ５０ｍ ４０,０００ － －

白 山
Ｈ21 護 岸 工 ３２,０００ － － － 護 岸 工 ３２,０００

手 取 川 右 岸
Ｈ20～Ｈ22

機能診断
８０.６㎞ ３,０００ 富 樫 用 水

大慶寺用水 機能診断 １０,０００ 機能診断 １０,０００

地　区　名
工　　　期

全　　　体 平成20年度施行 平成21年度計画
事 業 量 事 業 費 水　　路 事 業 量 事 業 費 事 業 量 事 業 費

着工前 完　成

■基幹水利施設予防保全対策事業（ストックマネジメント）［県営］

中村用水地区
３－４号支線

あさひ荘苑４丁目地内

着工前 完　成

中村用水第２
二期地区
３－３号支線

石同新町地内

事 業 施 工 状 況事 業 施 工 状 況
（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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■農業用水再編対策事業（地域用水機能増進型）［県営］
地　区　名
工　　　期

全　　　体 平成20年度施行 平成21年度計画
事 業 量 事 業 費 水　　路 事 業 量 事 業 費 事 業 量 事 業 費

■国営造成施設管理体制整備促進事業［県営］
地　区　名
工　　　期

全　　　体 平成20年度施行 平成21年度計画
事 業 量 事 業 費 水　　路 事 業 量 事 業 費 事 業 量 事 業 費

■新農業水利システム保全対策事業［団体営］
地　区　名
工　　　期

全　　　体 平成20年度施行 平成21年度計画
事 業 量 事 業 費 水　　路 事 業 量 事 業 費 事 業 量 事 業 費

■地域用水機能増進事業［団体営］
地　区　名
工　　　期

全　　　体 平成20年度施行 平成21年度計画
内　　容 事 業 費 水　　路 内　　容 事 業 費 内　　容 事 業 費

松 任 中 央
Ｈ６～Ｈ21 １８,６８０ｍ ３,４９１,０００ ４－３号支線

４－４号支線 ６６０ｍ １００,０００ ５８０ｍ ５０,０００

新 砂 川
Ｈ11～Ｈ24 １４,６２０ｍ ４,０１６,９００ ７－３号支線 ８００ｍ ２５０,０００ ９００ｍ ２５０,０００

七 ヶ 用 水
Ｈ17～Ｈ21 一式 １７３,９２０ 全　　　線 安全施設

維持管理 ２６,８００ 安全施設
維持管理 ２６,８００

明 島
Ｈ18～Ｈ22

４００ｍ
３門 ７７,２００ 共 用 幹 線 水　　門

製作据付 １７,４００ 水門製作据付
法面ライニング ２６,２００

松 任 中 央
Ｈ12～Ｈ21

増進計画
増進活動 ７４,０００ 山 島 用 水 増進計画

増進活動 ６,０００ 増進計画
増進活動 ５,０００

着工前 完　成

松任中央地区
４－４号支線

上小川町地内

着工前 完　成

新砂川地区
７－３号支線

田子島地内

安全施設
林口川

太平寺
３丁目地内

グランド
カバープランツ
４－３号支線

村井町地内

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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　任期満了による総代選挙の結果、平成20年９月18日に無投票当選された各選挙区選出112名の総代の皆様をご紹

介します。
【任期：４年　平成20年10月１日～平成24年９月30日】

第
１
分
区

第１選挙区
大　田　　　保 鶴来大国町
辻　　　恭　平 月橋町
水　上　俊　明 小柳町
藤　田　和　彦 坂尻町
村　本　和喜夫 荒屋町

第２選挙区
清　水　一　郎 南四十万
浅　野　邦　寛 四十万町
小　林　幹　三 額乙丸町
馬　場　雄　幸 額新保
西　川　一　夫 三納
島　崎　清　一 新庄
葭　田　彦　司 下林

第３選挙区
絹　川　正　博 本町二丁目
山　口　正　昭 本町三丁目
田　圃　　　宏 本町四丁目
朝　倉　雅　三 押野
小　堀　泰　史 堀内
市　川　敏　昭 八日市

第
２
分
区

第４選挙区
今　川　義　長 明島町
中　川　　　啓 知気寺町
松　本　　　侃 日向町
宮　西　久　信 中ノ郷町
作　田　繁　次 行町
石　野　長　康 七原町
林　　　賢一郎 安養寺町

第５選挙区
宮　崎　嘉　裕 清金
松　本　光　正 末松
榊　田　正　康 木津町
橋　本　　　勇 橋爪新町
福　島　豊　秋 福正寺町
大　西　　　諭 長竹町

第６選挙区
藤　田　一　彦 二日市町
川　　　　　昇 御経塚
荒　納　寿　一 上荒屋
大　河　外茂美 番匠町
宮　岸　久　司 蓮花寺町
宮　西　市　雄 横江町

第
３
分
区

第７選挙区
竹　内　茂　男 明島町
徳　田　幸　陽 森島町
西　本　正　一 明法島町
田　村　　　進 田地町
倉　田　久　信 乙丸町

第８選挙区
宮　岸　　　孝 上二口町
平　元　詔　洋 平松町
石　野　義　治 倉光
竹　内　信　夫 徳丸町
永　言　勇　吉 石同新町

第９選挙区
前　野　政　文 五歩市町
竹　村　達　雄 相木町
中　川　賢　二 宮永市町
中　村　　　賢 宮永町
森　川　博　一 福増町
林　　　俊　一 八田町
吉　藤　良　一 八田中町
中　山　弘　之 一塚町

第
４
分
区

第10選挙区
林　　　勝　昭 森島町
安　實　吉　久 矢頃島町
宮　本　正　一 向島町
島　崎　靖　夫 長島町
吉　村　幹　雄 安吉町
奥　田　信　治 菅波町
田　方　健　吉 剣崎町

第11選挙区
吉　川　邦　夫 上柏野町
梅　田　勝　裕 荒屋柏野町
村　田　俊　雄 宮丸町
松　本　　　博 村井町
竹　内　美智雄 村井町
高　本　伸　一 米永町

第12選挙区
北　村　祐　宗 成町
古　川　淳　一 竹松町
平　田　長　久 平木町
吉　村　明　義 北安田町
横　川　長　嗣 宮保町
村　西　和　男 宮保町
東　野　邦　勝 法仏町
竹　田　好　晴 小川町
川　向　不二夫 黒瀬町
野　本　与　昭 相川町
東　　　幸　弘 相川町
中　村　栄　一 徳光町
西　田　栄　次 徳光町
清　水　貞　夫 笠間町

第
５
分
区

第13選挙区
向　井　勝　雄 中島
亀　川　喜　三 寄新保町
亀　田　正　弘 内方新保町
古　谷　利　正 上島田町
中　垣　　　彰 吉田町

第14選挙区
木　村　生　喜 四ツ屋町
笠　野　藤紀男 福留町
津　田　源　一 福新町

第15選挙区
茶　谷　豊　俊 下柏野町
椿　川　　　博 北島町
村　中　信　明 石立町
米　田　良　成 米光町

第
６
分
区

第16選挙区
原　田　　　誠 土室
佐々木　清　彦 土室
辻　　　　　成 土室

第17選挙区
東　　　祐　一 上安田町
中　田　明　生 出合島町
水　尾　　　隆 水島町
窪　田　　　脩 源兵島町

第
７
分
区

第18選挙区
山　代　　　守 中島
西　田　洋　一 三反田

第19選挙区
山　村　秀　峯 山田先出
宮　西　敏　夫 壱ツ屋

第20選挙区
西　田　秀　隆 与九郎島
新　宅　和　幸 田子島
畔　地　勇　夫 田子島
池　田　行　夫 橘
北　次　良　造 朝日
中　川　利　和 舟場島
西　田　俊　一 橘新
定　　　数 112名

新総代の紹介新総代の紹介

よろしく
お願いします
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旭 日 双 光 章

平成22年度に県営用排水施設整備事業２地区の事業申請を計画しています。

平成22年度新規採択希望事業について

計画位置図 計画位置図

２－３号支線の一部区間

断面不足解消のため整備　延長1,560ｍ

４－８号支線の一部区間

断面不足解消のため整備　延長1,680ｍ

郷用水第２地区 宮保地区

杉 本 達 雄　理事長

藍 綬 褒 章 得田 多喜男　第４分区長

職員人事異動
●総務課係長　　小坂　明美（財務課係長）　　　●財務課係長　　北野　祐二（総務課主任）
●財務課主事　　小泉美千代（財務課主事補）

　平成20年秋の叙勲で、杉本達雄理事長が長年の畜産業振興に尽力された功績が認められ、旭日双光章受章の栄誉
に輝かれました。
　杉本理事長は、石川県酪農業協同組合代表理事組合長を歴任するなど酪農業界の発展に務められながら、平成18
年４月に手取川七ヶ用水土地改良区理事長に就任、土地改良施設の維持管理及び土地改良区の運営強化と農業用水
の安定確保による地域農業の振興に大きく寄与されております。

　得田氏は、第４分区長として、山島用水の管理運営に務められる傍ら、保護司として長年、多くの保護観察や受
入環境調整を担当し、更生保護活動の充実に貢献したことが認められ、平成20年秋の褒章で受章の栄に浴されました。

平成21年４月１日付

　手取川七ヶ用水土地改良区表彰規程により、当改良区の発
展に尽くされた方々の業績を讃え、平成20年度通常総代会席
上にて、理事長より長期勤続表彰（24年）を授与しました。

現 職 名 氏　　名 職　　歴

理事・総務委員長 南　　　淳　一 総代、理事
理　　　事 北　村　脩　二 総代、理事

理　　　事 中　田　　　宏 総代、分区長、理事

長期勤続表彰

第21回農村振興技術連盟大賞 事務局長　東　　敏之 平成21年６月25日 受賞

土地改良事業功績者表彰〔全土連会長表彰〕 副理事長　高井　忠之

　平成20年10月14日開催の第31回全国土地改良大会 秋田大会において高井忠之副理事長が土地改良事業功績者表
彰〔全土連会長表彰〕を受賞されました。
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　５月29日午前11時より、恒例による水戸明神春季祭を白

山町古宮公園内の水戸明神社殿にて、ご来賓の方々をはじ

め、役員、分区長、総代の出席のもと奉斎いたしました。

その後、白山比咩神社本宮に於いて、五穀豊穣祈願及び直

会が執り行われました。

　手取川七ヶ用水土地改良区と台湾の嘉南農田水利会は、平成３年
に姉妹会協定を締結し、相互に友好親善を深め農業水利技術の情報
交換の交流を行っています。
　台湾の農田水利会は、17団体あるが嘉南農田水利会は最大の水利
会で、台湾の西南部の嘉南平原に位置し、嘉義・嘉南の４県市にま
たがり、かんがい面積は約８万ha、会員は約23万人です。

●姉妹会の由縁
　全国土地改良事業団体連合会の当時専務理事であった毛利氏は、
昭和17年台北帝国大学（現・台湾大学）農学部を卒業、戦後、農林
省に入省し昭和38年から41年に石川県農林部長、また昭和46年から
47年まで北陸農政局長として、当改良区と関係がありました。また、戦後、台湾大学として存続された同大学を
卒業した嘉南農田水利会の当時会長の李氏とは、同窓の好みと先輩後輩の間柄で絶えず交流をされていました。
李会長から毛利専務に「日本の土地改良区と姉妹提携をしたい」との依頼があり、毛利氏より石川県土地改良事
業団体連合会を通して、当改良区に姉妹会提携の要望が伝えられ、総代会に提案し協定への運びとなりました。

●八田與一技師
　姉妹会の締結にあたり、大きな人物の存在があります。嘉南農田水利会の水源「烏

う ざ ん と う ダ ム

山頭水庫」及びかんがい施
設を設計監督した金沢市出身の八田與一技師です。
　台湾南部嘉南平野は「不毛の大地」と言われ、水利状態が悪く日照りや洪水を繰り返す土地でした。八田技師
は、明治43年に台湾総督府土木局に入り、大正９年よりこの「嘉南大

だいしゅう

」の工事に着手。給排水路の総延長は
16,000㎞に及び、烏山頭水庫の堰堤は高さ56ｍ、長さ1,273ｍのセミ・ハイドロリックフィル工法で東洋には現
在も例がない最先端の技術でした。この事業により乾燥不毛という嘉南平原15万haの隅々にかんがい用水を供
給できるようになり、緑豊な穀倉地帯へと変貌し、人々に多大な恩恵を与えたのです。昭和５年に烏山頭水庫が
完成したその翌年、嘉南農民が、「嘉南大 の父」と崇め、ダム湖畔に八田技師の銅像を建てました。その後も
台湾の水利事業を進めた八田技師は、昭和17年にフィリピンの水利開発調査のため、大洋丸で南方を航行中に米
軍の潜水艦に撃沈され56歳の生涯を終えました。また、終戦を迎え、八田技師の妻は、夫が建設した烏山頭ダム
放水口に身を投げ、後を追ったのです。その翌年、嘉南農田水利会が日本から御影石を買入れ、八田夫妻を弔う
日本式の墓を建立し、現在でも銅像と共に烏山頭ダムを展望する丘に安置されています。

　嘉南の人々は、今でも八田
技師を神様と仰ぎ尊敬の念を
忘れず。毎年５月８日の八田
技師の命日には、嘉南農田水
利会により墓前祭が営まれて
おり、平成12年にはダム放水
口付近に「八田技師記念室」
が開設されるなど新しい観光
名所にもなっています。

水 知 識水 知 識 台湾省嘉
か な ん

南農田水利会との姉妹会協定

烏山頭水庫（ダム）

実り豊かな秋の収穫を祈願して

八田與一技師銅像と夫妻の墓

姉妹会協定調印式

水利祈願
水戸明神春季祭
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■参加者の資格等
年齢を問わず、誰でも参加できます。ただし、小学
生以下で構成されたチームでは参加出来ません。保
護者同伴でお申し込み下さい。
■応募期間及び募集数
８月10日（月）まで
100チーム（300名程度）
（ただし、定員になり次第締め切らせて頂きます。）
申し込み、お問い合わせは、下記までお願いします。

水土里ネット七ヶ用水内 ウオークラリー実行委員会
〒924－0871　石川県白山市西新町159－2
TEL076－276－1166　FAX076－276－1167
http：//www.shichika.or.jp

■開催日時
　平成21年８月22日（土）〈小雨決行〉
　　受付開始　　午前７時30分～
　　開 会 式　　午前８時00分～
　　スタート　　午前８時30分～
　　表 彰 式　　正午～
■集合場所
石川ソフトリサーチパーク・八束穂第１号公園
（白山市八束穂三丁目）
■応募方法
１チーム２～５名、チーム名とメンバーの氏名、年齢、
代表者の連絡先（住所、電話番号）を明記の上、郵送、
ＦＡＸ又はホームページ上で申し込み下さい。

第9回手取川七ヶ用水ウオークラリー
　石川ソフトリサーチパークを拠点に、山島用水の親水公園、遊歩道にふれ
ると伴に、「八

や

束
つか

穂
ほ

」の大地を散策する約６㎞のウオークラリー大会です。

参加無料!
賞品・参加賞
あり

多数の参加申し込み
お待ちしています！

昨年の模様

手 取 川
七 ヶ 用 水
土地改良区
取 水 計 画

●期別取水量

期間

区分

かんがい期 非かんがい期

４月13日から
４月19日まで

４月20日から　
５月３日のうち
１週間

４月20日から
９月10日まで

９月11日から
３月19日まで

３月20日から
４月12日まで

白山頭首工に
係る最大取水量 30.12 46.62 30.31 13.91 30.00 m3/S

●非かんがい期の通水及び管理について
①９月11日より通水量が毎秒13.91ｔとなります。かんがい期の約半分位の水量です。
②通水量が少ないのと同時に、水路工事や橋梁工事等で停水及び減水が頻繁に行われご迷惑をおかけしますが、
火の元には十分ご注意ください。

③降雨時の洪水を防止するため転倒堰は、なるべく倒しておいて下さい。積雪・融雪等冬季期間の用水堰管理
についても地元の皆様のご協力をお願いします。尚、除雪等による用水路への大量の雪捨てはご遠慮願いま
す。（下流部で雪がつまり、水が溢れる事があります。）

1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

50

40

30

20

10

m3/S

(取水量)

非かんがい期 かんがい期 非かんがい期

停
水

停
水

m3/Sm3/Sm3/Sm3/S

開催予定日　平成21年９月19日（土）

場　　　所　野々市町末松地内　郷用水（２－３号支線）
清掃ボランティア
～七ヶ用水水族館 in 末松～

清掃ボランティア
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用水路に物やゴミを
捨てないで下さい。

水路堤で物を焼却したり
放置したりしないでください。
清掃ボランティア

★組合員資格変更の届け出

●組合員の死亡により、農地を相続した
場合
●住所や組合員名を変更する場合
●農地の売買、贈与、交換等で名義変更
があった場合
●農業者年金を受けるため経営移譲した
場合

自己申告です
お気づきの点がございましたら、
お気軽にお問い合わせを…。

★農地の転用にも転用申請・決済金が
必要です　　　　［土地改良法第42条 2 項］
●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土
地改良区の土地台帳から賦課面積を削除でき
ませんので、毎年そのまま賦課金がかかります。
●公共事業（道路・公園・河川・建物等）用地
として転用される農地についても、転用決済
金の納付が義務づけられています。
●特に公共道路の転用申請が遅れている所が見
受けられます。事業主体との説明会・用地買
収・契約調印の際は、転用申請、転用決済金
等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申
請するようお願いします。

簡単な手続きです。組合員名（封筒の
宛名）を確認して下さい。

広報送付宛名、賦課金告知書等で、現組合員名を
必ず確認して下さい。

変更がある場合は、土地改良区運営上、支障がありますので、
速やかにお申し出下さい。

必必 ず 届 け 出 が 必 要 で す ！ず 届 け 出 が 必 要 で す ！知っていますか？

用水路にはたくさんの
生き物が生息しています。
～川はあなたの心です～組合員名を確認しましょう！

　水量の多い時期
ですので、水路の
危険な所へ近づか
ないようにして下
さい。
　特に、子供やお
年寄りを水の事故
から守るため、皆
さんで充分注意し
ましょう！

用水転落事故防止！

この印刷物は再生紙を使用しています。


